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2θ = 4°

○ SPring-8 BL12XU

エネルギー可変であるが、変更に時間と手間の問題
⇒コアリション BL-Ⅰではエネルギー固定で使用。
上記問題を回避して効率的利用を実現。

C. Yong et al., AIP Conference Proceedings 705, 340 (2004). 

○ Diamond Light Source (UK)  I15

https://www.diamond.ac.uk/

エッジを鋭く研磨したミラー⇒購入可能

○ SACLA: SXFEL (日本)、FLASH(独)

R. Mitzner et al., Opt. Express 16, 19909 (2008).

実例では、30～200 eVを対象としているが、エネル
ギー範囲はDelay回路によって制限されていると考
えられるので、1000 eVでも実用可能と考える。コアリション BL-Ⅱ, Ⅲと同種光源

MPWビームラインでの分岐実例

既存放射光施設におけるビームライン分岐の例
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E = 8.0 keV ( θB = 14.3 deg )

BL-Ⅰ（09U) Ｘ線オペランド分光ビームライン構成

BL-Ⅲ（09W) Ｘ線階層的構造解析ビームライン構成 ⇒ BL-Ⅱ(08W)も分岐方式は同様

硬Ｘ線 ３分岐

硬Ｘ線 ２分岐

5 ×1011 Ph/s

左記の条件において、
光量はSP8 BM-BLの
典型値を約5倍上回る。

BL-Ⅴ（14U) 軟Ｘ線磁気イメージングビームライン構成

○ 今後の予定

BL-Ⅶ（08U) 軟Ｘ線オペランド分光ビームライン、BL-Ⅵ（07U） 軟Ｘ線電子

状態解析ビームラインの分岐を含めたレイトレースによる光学系の最適化。

軟Ｘ線 ２分岐
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